
https://jukensansuu.org 

 

三角数と剰余 

 

 ご石を下のように三角形の形に並べていくときに使うご石の個数を三角数といいます。三角数は１番目か

ら順に，１，３，６，１０，１５，…となります。 

 

  １    ３           ６                １０                   １５      … 

 

 

 

                                          … 

 

 

 

 １２８で割ると９６余る三角数のうち，小さいほうから１，２，１００番目が，それぞれ何番目の三角数

であるか，求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

  

最難関問題 
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三角数と剰余 ６３番目，１２７番目，６３９９番目 

 

 三角数は，１，１＋２＝３，１＋２＋３＝６，１＋２＋３＋４＝１０，１＋２＋３＋４＋５＝１５という

ように，１からある整数□までの和にあたります。よって，（１＋□）×□÷２という式で表すことができ

ます。 

 □が奇数の場合，（１＋□）が偶数なので， 

 

 

 □が偶数の場合， 

 

 

となります。 

１２８と９６の最大公約数は３２で，１２８＝３２×４，９６＝３２×３なので，１２８で割って９６余

る数は，３２×（４×○＋３）という式で表すことができる３２の倍数で，〇には０以上の整数が入ります。 

 □が偶数の場合は
□

２
が３２の倍数ですから，□は６４の倍数です。よって，□は４の倍数でもあり， 

１＋□は４で割ると１余る整数です。したがって，（１＋□）×
□

２
は３２×（４×○＋３）という式で表す

ことができません。 

 □が奇数の場合は
１＋□

２
が３２の倍数ですから，（１＋□）は６４の倍数です。よって，（１＋□）は４

の倍数でもあり，□は４の倍数より１小さいので，４で割ると３余る整数です。したがって，
１＋□

２
×□

は３２×（４×○＋３）という式で表すことができます。□は小さい順に，６４－１＝６３，６４×２－１

＝１２７，６４×３－１＝１９１，…，６４×１００－１＝６３９９となるので，６３番目，１２７番目，

６３９９番目です。 

 

 

最難関問題 

（１＋□）×□÷２＝
１＋□

２
×□ 

整数 奇数 

（１＋□）×□÷２＝（１＋□）×
□

２
 

奇数 整数 


